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　学
芸
員

　秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
六
十
七
回

立
地
：
美
土
里
町
と
吉
田
町
の
町
境
の
周
囲
と
隔
絶
し
た
高
い
山
上
に
あ
り
ま
す
。西
側
山
麓
に
瀬

木
峠（
県
道
）、東
側
山
麓
に
大
峠（
林
道
）が
通
っ
て
い
ま
す
が
、非
常
に
深
い
山
奥
で
あ
り
、

多
治
比
か
ら
も
横
田
か
ら
も
山
全
体
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。な
お
、大
峠
を
隔
て
て
1.5

㎞
東
に
は
、こ
こ
よ
り
50
ｍ
標
高
の
高
い
山
に
風
越
山
城
が
あ
り
ま
す
。

歴
史
：
城
跡
自
体
が
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、由
来
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。地
元
に
伝
わ
る
名

称
も「
タ
ヌ
ケ
」か「
タ
ヌ
キ
」か
不
明
で
す
。ち
な
み
に
天
文
９（
１
５
４
０
）年
、郡
山
合
戦
時

に
尼
子
軍
が
ま
ず「
多
治
比
」に
着
陣
し
た
こ
と
が
元
就
の
記
録
に
あ
り
ま
す
。尼
子
本
陣
は

風
越
山
と
あ
る
の
で
風
越
山
を
中
心
に
多
治
比
一
帯
に
尼
子
軍
が
布
陣
し
た
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
辺
り
に
尼
子
軍
の
拠
点
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

城
跡
：
中
央
東
側
が
伐
採
に
よ
る
倒
木
で
地
表
面
の
形
状
が
不
明
瞭
で
す
が
、南
側
の
遺
構
が
良
く

残
り
ま
す
。頂
上
部
に
長
く
伸
び
る
郭
Ａ
が
中
心
で
す
が
、郭
が
連
な
る
通
常
の
山
城
と
は
異

な
り
、郭
よ
り
も
堀
切
、竪
堀
、横
堀
が
複
雑
に
多
数
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
２
重
の
横
堀

と
連
続
竪
堀
が
揃
う
の
は
市
内
で
は
唯
一
で
、緊
迫
し
て
い
た
状
況
が
伺
え
ま
す
。

考
察
：
横
堀
を
多
用
し
た
特
殊
な
構
造
や
立
地
な
ど
が
風
越
山
城
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、尼

子
軍
の
陣
城
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。と
す
る
と
、こ
の
発
見
で
郡
山
合
戦
や
当
時
の
城
の
見

方
が
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

安
芸
高
田
歴
史
紀
行

編
集
後
記

　
異
動
に
よ
り
広
報
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
別
れ
と
出
会
い
が
共

存
す
る
こ
の
時
期
、
前
職
で
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
市
民
の
皆
様
方
が
求
め
る
行
政
情

報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
（
久
光
）

　
今
年
度
か
ら
広
報
担
当
に
な
り
ま
し

た
。
前
任
者
の
熱
い
思
い
を
引
き
継
ぎ

つ
つ
、
自
分
た
ち
ら
し
さ
も
取
り
入
れ

た
広
報
紙
作
成
に
精
進
し
て
い
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
森
山
）

　
異
動
に
よ
り
広
報
担
当
か
ら
新
た
な

職
場
へ…

。
こ
の
仕
事
に
愛
着
を
感
じ

始
め
た
だ
け
に
残
念
で
す
が
、
良
い
経

験
と
沢
山
の
繋
が
り
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
や
り
残
し
た
事
は
あ
っ
て

も
、
自
分
の
目
標
だ
っ
た
〝
誰
か
の
為

に
働
く
〞
は
や
り
遂
げ
る
事
が
で
き
た

の
で
気
持
ち
は
晴
々
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
年
、
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い

た
全
て
の
方
々
に
、
深
く
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
〝
こ
れ
か

ら
の
広
報
〞
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
田
）

今
月
の
表
紙
▼

▽
三
月
末
で
退
職
し
た
前
担
当
者
の
田

村
さ
ん
に
最
後
の
仕
事
と
し
て
依
頼
し

た
の
が
、
広
報
の
表
紙
に
出
て
も
ら
う

こ
と
で
し
た
。
素
顔
で
は
嫌
で
す
と
断

ら
れ
た
の
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

と
と
も
に
〝
あ
る
役
〞
で
登
場
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
元
ネ
タ
は
〝
捕
ら
わ
れ

た
宇
宙
人
〞
の
パ
ロ
デ
ィ
で
す
。
▽
写

真
合
成
で
挫
け
そ
う
に
な
っ
た
時
、
新

担
当
の
森
山
さ
ん
に
、
田
村
さ
ん
の
た

め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
と
励
ま
さ
れ

ま
し
た
。
二
人
と
、
無
理
を
聞
い
て
く

れ
た
シ
ン
セ
イ
ア
ー
ト
（
株
）
の
社
員

の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

タ
ヌ
ケ
ヶ
城

た

け

ぬ

が

じ
ょ
う

《
美
土
里
町
横
田
》

昨
年
度
一
旦
終
了
し
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
す
が
、皆

様
か
ら
の
ご
要
望
も
あ
り
、も
う
少
し
続
編
を
執
筆

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。毎
月
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。今
回
は
、地
元
の
方
の

案
内
で
初
め
て
確
認
し
た
新
発
見
の
城
で
す
。

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】

標
高
／
５
０
９
ｍ
、比
高
／
１
７
０
ｍ

史
跡
指
定
／
未
指
定

城
主
／
不
明

所
要
時
間
／
西
麓
か
ら
徒
歩
約
30
分

う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

ま
さ
は
る

横堀と土塁（北側より撮影）

タヌケヶ城略測図（作図　秋本哲治）

周辺位置図 タヌケヶ城遠望（南側／多治比より撮影）
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安
芸
高
田
市
で
咲
き
誇
れ

〜
第
２
期 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
〜

宮
みやぎし

岸　章
あきら

（40 歳）
木の駅プロジェクト事業担当

部署　産業振興部　農林水産課
安芸高田市のまちの印象
　今も進めているバイオマスに関わる仕事のご縁で、「木の駅プロジェクト」に
参加することとなりました。入隊前より知っていた方を中心に多くの人々に温か
く迎えていただき、至れり尽くせりの毎日に感謝しております。
好きなテレビドラマ
　大河ドラマ「真田丸」。後半では、安芸高田市ゆかりの毛利家との接点がでて
くるのではと、ストーリを心待ちにしています。
今後の目標や意気込みを一言
　「志あるところに道はあり」。まずは地元の方々と酒を交わしながら、夢（志）
を語り合いたいです。

渡
わたべ

部　太
たろう

郎（49 歳）
資源循環と農産物の高付加価
値化推進事業担当

田
たなか

中　賢
けん

（23 歳）
移住・交流定住促進事業担当

部署　産業振興部　地域営農課
安芸高田市のまちの印象
　緑。山と森に囲まれた緑豊かな町という印象があります。祖母の出生地でもあ
り、少しずつ見て回りたいと思っています。
趣味・特技
　音楽鑑賞（ライブ）、読書、散歩、ダイビング、空を観ること。
今後の目標や意気込みを一言
　いろいろな方々との出会いを通じ、安芸高田市のことをもっと知りたいです。
その上で何が必要か、地域の資源を活用していければと考えています。地域の方
の縁の下の力持ちとなれるよう頑張ります。目指せ、竹仙人！

部署　企画振興部　政策企画課
安芸高田市のまちの印象
　交通面・生活面において予想以上に便利なので、越してきたばかりの私はホッ
としています。地域でお会いした方は、皆さん温かい方ばかりで想像以上に嬉し
く感じています。
学生時代の思い出
　学生時代は芸術学部で金属彫刻を学んでいたので、毎日自分の作品と向き合う
日々でした。
今後の目標や意気込みを一言
　実際の地域の状況と自分のアイデアとのかみ合いに試行錯誤している状況で
す。まずは、地域のみなさんとコミュニケーションをとる中で協働していきたい
と思っております。

2広報あきたかた／ 2016.5

市長
　コラム

ワイド版

第 回

子
育
て
支
援
の
課
題
と
効
果

　戦
後
、
出
生
数
が
急
増
し
た
頃
、
日
本
は

貧
困
や
感
染
症
な
ど
で
、
家
庭
で
の
子
育
て

が
困
難
な
時
代
に
な
り
、
救
済
措
置
と
し
て

保
育
所
・
乳
幼
児
園
が
設
置
さ
れ
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。

　高
度
成
長
期
に
は
、
女
性
の
労
働
力
需
要

が
増
大
し
、
保
育
所
・
乳
幼
児
園
の
必
要
性

が
高
ま
り
ま
し
た
。
低
成
長
期
時
代
の
現
在

で
も
、
住
宅
・
教
育
費
等
の
負
担
増
に
よ
り
、

共
働
き
が
多
く
、
家
庭
で
の
保
育
時
間
が
短

く
な
り
、
保
育
所
・
乳
幼
児
園
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　子
育
て
に
は
、「
親
が
子
供
を
育
て
る
」「
子

供
た
ち
自
身
で
育
て
合
う
」「
親
自
身
が
子
供

に
育
て
ら
れ
る
」と
い
う
三
つ
の
側
面
が
あ

り
ま
す
。
特
に
こ
れ
か
ら
は
、
子
供
た
ち
自

身
で
育
て
合
い
、
親
自
身
が
子
供
に
育
て
ら

れ
る
と
い
う
視
点
を
持
つ
事
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
、「
子
供
を
育
て
る
こ

と
を
通
し
て
、
子
供
も
育
ち
親
も
育
つ
、

親
同
士
が
結
び
つ
い
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
豊
か
に
し
て
ゆ
く
」こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　以
前
は
地
縁
・
血
縁
に
支
え
ら
れ
た
伝
統

的
な
地
域
の
つ
な
が
り
が
残
っ
て
お
り
、

地
域
の
文
化
や
伝
統
芸
能
の
担
い
手
が
存
在

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
、
生
活
の
個

人
化
が
進
み
、
働
く
人
々
の
姿
が
地
域
で
見

え
な
く
な
り
、
い
ま
や
家
庭
そ
の
も
の
ま
で

空
洞
化
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
何

よ
り
も
地
域
の
中
に
若
者
の
姿
が
見
え
ず
、

独
り
で
楽
し
め
る
娯
楽
の
普
及
に
よ
り
、
子

供
同
士
の
遊
び
も
成
り
立
た
な
い
状
況
が
あ

り
、
地
域
で
集
ま
っ
て
遊
ぶ
子
供
の
集
団
を

見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

　子
供
の
集
団
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
は
、

相
互
の
安
全
を
守
り
合
い
、
互
い
に
学
び
合

い
、
育
ち
合
い
、
鍛
え
合
う
こ
と
に
つ
な
が

り
、
地
域
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
要
素
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
を
家
庭
だ
け
の
問

題
と
せ
ず
、地
域
と
の
関
わ
り
に
目
を
向
け
、

子
供
を
取
り
巻
く
人
間
関
係
の
多
様
性
（
仲

間
関
係
・
異
年
齢
集
団
・
若
者
青
年
・
家
族
）、

地
域
活
動
（
町
内
会
・
年
中
行
事
）、
地
域

文
化
の
継
承
（
伝
統
文
化
・
芸
能
・
ス
ポ
ー

ツ
・
体
験
活
動
）、
専
門
家
に
よ
る
支
援
（
医

師
・
保
健
師
・
教
師
・
行
政
職
員
）等
の
地

域
の〝
子
育
て
力
〞を
活
用
す
る
事
が
必
要
で

す
。
さ
ら
に
は
、
子
供
と
若
者
世
代
と
の
関

わ
り
は
子
供
達
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
親

に
と
っ
て
も
若
者
の
姿
に
育
ち
ゆ
く
我
が
子

の
明
日
の
姿
が
見
え
、
子
育
て
の
指
針
と
な

り
ま
す
。
成
長
過
程
の
若
者
は
完
成
さ
れ
た

大
人
と
は
異
な
り
、
子
供
達
の
生
き
た
手
本

と
し
て
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　地
域
づ
く
り
に
は
、
子
供
・
若
者
・
大
人
・

高
齢
者
を
つ
な
ぐ
人
と
人
と
の
新
し
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
り
、「
つ

な
が
り
・
さ
さ
え
あ
い
」の
創
造
こ
そ
が
地

域
力
復
活
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

　安
芸
高
田
市
で
は
、
子
育
て
支
援
を
人
口

減
対
策
・
若
者
定
住
に
不
可
欠
な
課
題
と
し

て
捉
え
、
三
人
目
の
子
供
か
ら
保
育
料
を
無

料
と
し
て
い
ま
す
が
、
県
内
の
市
町
に
先
駆

け
て
保
育
料
の
無
料
化
に
向
け
た
検
討
を
す

る
事
と
し
て
い
ま
す
。
財
政
、
保
育
士
の
確

保
等
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
現
行
の
保
育

体
制
を
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
、
子
供
の
一
時
預
り
事
業
等
、
行
政
は

基
よ
り
、
地
域
の
皆
様
の
総
合
力
を
結
集
し

て
、
考
え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

93

つながる。が

元
就
と
安
芸
高
田

　
ど
う
も
〜
！
地
域
お
こ
し
協

力
隊
観
光
振
興
担
当
の
中
溝
で

す
。
安
芸
高
田
市
に
来
て
一
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
さ
て
さ
て
、

今
回
は
ど
ん
な
こ
と
を
書
い
た

ら
よ
い
の
や
ら
…
。前
回
僕
は
、

安
芸
高
田
市
に
、
宝
の
原
石
が

沢
山
あ
る
こ
と
を
お
話
し
ま
し

た
。

　
絢け

ん

爛ら
ん

豪ご
う

華か

で
躍
動
感
に
満
ち

た
神
楽
が
代
表
例
で
す
。

　
で
す
が
、
僕
が
今
着
目
し
て

い
る
の
は
、「
毛
利
元
就
」で
す
。

な
ぜ
元
就
か
と
い
い
ま
す
と
、

戦
国
最
強
の
知
将
と
称
さ
れ
る

元
就
が
、
一
生
涯
、
安
芸
高
田

市
に
住
み
続
け
た
と
い
う
事
実

は
、
ほ
か
の
地
域
で
絶
対
真
似

で
き
な
い
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

素
材
、宝
の
原
石
だ
か
ら
で
す
。

　
手
始
め
に
僕
は
、
吉
田
史
跡

ガ
イ
ド
協
会
に
入
り
ま
し
た
。

郡
山
城
に
来
た
お
客
様
を
元
就

ワ
ー
ル
ド
に
い
ざ
な
う
最
前
線

に
立
つ
た
め
で
す
。

　
ガ
イ
ド
を
し
て
、
確
信
し
た

の
で
す
が
、
き
っ
か
け
さ
え
あ

れ
ば
、
毛
利
元
就
の
こ
と
を

も
っ
と
知
り
た
い
、
感
じ
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
が
、
か
な
り

の
数
で
潜
在
的
に
存
在
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か

ら
、毛
利
元
就
と
い
う
〝
素
材
〞

を
し
っ
か
り
と
磨
き
込
む
こ
と

で
、
神
楽
に
匹
敵
す
る
地
域
の

宝
が
、
で
き
あ
が
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

　
外
に
向
け
て
の
元
就
を
Ｐ
Ｒ

し
つ
つ
、
今
年
は
、
安
芸
高
田

市
に
住
ん
で
い
る
方
に
も
、
愛

着
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
活

動
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
地
域
全
体
が
遊
び
場
に
な

る
よ
う
な
企
画
も
任
期
中
に
し

た
い
で
す
。

　
余
談
で
す
が
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

管
理
と
編
集
長
も
実
は
や
っ
て

い
ま
す
。
日
々
の
隊
員
の
活
動

や
安
芸
高
田
市
の
魅
力
を
再
発

見
で
き
る
ペ
ー
ジ
作
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も

ぜ
ひ
ご
贔ひ
い

屓き

に
し
て
く
だ
さ
い
。

OMMUNITY-
EACTIVATING
OOPERATOR SQUAD

C
R
C

地域おこし協力隊員リレーコラム　vol.9
中溝国久さん（産業振興部商工観光課）

毛利元就公墓所の前で
観光ガイドをする中溝隊員
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高
齢
者
向
け
の

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
っ
て
な
ん
じ
ゃ
？

ふ
む
ふ
む
…

１
９
５
１
年
（
昭
和
26
年
）

生
ま
れ
の
わ
し
は
今
年
65
歳

に
な
る
か
ら
対
象
に
な
る
な
。

●
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
る
人
へ

　
事
情
に
よ
り
、
基
準
日
（
平
成
27
年
1

月
1
日
）
時
点
で
安
芸
高
田
市
に
住
民
票

を
移
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
人
で
も
給

付
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
給
付
金
を
か
た
っ
た
「
電
話
ｄ
ｅ
詐

欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」
に
注
意
！

　
国
や
市
役
所
職
員
が
電
話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
を
依
頼
し
た
り
、
手
数
料
等
の
振
り

込
み
を
依
頼
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
審
な
電
話
や
郵
便
が
あ
っ
た
場
合
は
、

迷
わ
ず
市
役
所
や
最
寄
り
の
警
察
署
ま
た

は
警
察
相
談
専
用
電
話
（
＃
９
１
１
０
）

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

【
お
問
い
合
わ
せ
電
話
】

　
厚
生
労
働
省
の
相
談
窓
口
（
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
）
☎
０
５
７
０
‐
０
３
７
‐
１
９
２

運
営
時
間
は
、
９
：
00
〜
18
：
00

　
　
　（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）

【
市
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
】

　
社
会
福
祉
課
臨
時
福
祉
給
付
金
専
用

　
　
　
　
　
　
☎
42
‐
５
６
２
６

　
お
太
助
フ
ォ
ン

　
　
　
　
　
　
☎
42
‐
５
６
１
５

社会福祉課臨時福祉給付金専用 ☎４２－５６２６　お太助フォン ☎４２－５６１５

低所得の高齢者向け給付金
（年金生活者等支援臨時福祉給付金）に関するお知らせ

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩

恵
が
及
び
に
く
い
所
得
の
少

な
い
高
齢
者
を
支
援
し
、
個

人
消
費
の
下
支
え
を
行
う
た

め
に
支
給
す
る
給
付
金
で
す
。

●
支
給
対
象
者

　
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の

対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
度
中
に

65
歳
以
上
と
な
る
人
。

　
市
で
は
、
４
月
28
日
に
給
付
対
象

者
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

●
支
給
額

　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

●
申
請
受
付
期
間

　
5
月
２
日
か
ら
８
月
２
日
ま
で
の

3
か
月
間
で
す
。（
８
月
２
日
消
印

有
効
）

●
申
請
方
法

　
申
請
書
を
対
象
世
帯
の
代
表
者
に

郵
送
し
ま
す
。
申
請
書
が
届
き
ま
し

た
ら
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
書
類
を
添
付
し
返
送
用
封
筒
で
返

送
く
だ
さ
い
。
本
庁
・
各
支
所
に
直

接
持
参
さ
れ
て
も
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

支給対象者、支給額などは
下の枠線で囲った中に書い
てありますよ♡

●
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

こ
ん
な
時

ど
う
す
る
？

～
申
請
の
流
れ
～

4
月
28
日
に
申
請
書
の
郵
送申請書を封入する窓開き封筒。

色はうす緑色です。

申
請
書
に
記
入

申
請
書
を
提
出

給
付
金
の
受
取

支
給
要
件
を
満
た
し
た
方
は
、
申
請

書
に
記
載
し
た
指
定
口
座
に
入
金
し

ま
す
。

提
出
方
法
に
つ
い
て
は

上
記
の
「
●
申
請
方
法
」
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。
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障害がある人もない人も　わがまちで・ともに・じぶんらしく
「輝いて暮らす安芸高田」をめざして

社会福祉課　☎４２－５６１５

　
安
芸
高
田
市
は
、
平
成
27
年
3
月
に

「
第
2
次
安
芸
高
田
市
障
害
者
プ
ラ
ン
」

お
よ
び
「
安
芸
高
田
市
障
害
福
祉
計
画

（
第
4
期
）」
を
策
定
し
、
計
画
の
基
本

理
念
で
も
あ
る
「
わ
が
ま
ち
で
・
と
も

に
・
じ
ぶ
ん
ら
し
く
『
輝
い
て
暮
ら
す

安
芸
高
田
』」
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
広
報
あ
き
た
か
た
4
月
号
で
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
、
平
成
28
年
4
月
か
ら

は
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
へ
の
差

別
を
な
く
す
こ
と
は
、
障
害
が
あ
る
人

も
な
い
人
も
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が

る
こ
と
で
す
。
障
害
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

〜安芸高田市職員対応
マニュアルを策定しました〜

　障害のある方に対し、障害を理
由に権利利益を侵害することにな
らないよう、安芸高田市の職員が、
障害の特性や多様性を理解し、適
切に対応していくための対応要領
を策定しました。
　もしも、職員が障害を理由とす
る差別的な対応をした場合には、
相談窓口を福祉保健部社会福祉課
に設置していますので、ご相談く
ださい。
　いただいたご相談は、相談者の
プライバシーなど配慮し、早期の
解決に努め、今後の相談体制の充
実を図っていきます。
　障害のある人もない人も、とも
に気持ちよく来庁していただける
市役所を目指していきます。

まずは障害について知ってください。
私たちは、日々生活する中で、いつ病気
になったり、事故や災害にあったりする
かわかりません。障害は誰にでも生じ得
るものです。

総務課　☎４２－５６１１

障害と言っても、種類や程度は様々で、
同じ障害であってもその症状は、人そ
れぞれ違っています。
なかには、外見からではわからない障
害もあります。そのため、周りの理解
が得られず、苦しんでおられる方もい
ます。

障害のある方が、社会のしくみ（人々の偏見、建物や制度など）の
問題により、持っている能力が十分に発揮できないことは、社会に
とって大きな損失です。
差別をなくすことは、こうした社会的障壁（社会のかべ）をなくす
ことでもあります。

障害者にとって社会的障
しょうへき

壁とは…

●物やことがら ― たとえば、早口で分かりにくく、あいまいな案内や説明、段差、
　　　　　　　　  手話通訳のない講演。
●制　度 ― たとえば、障害があることで就職・資格などが制限される。
●習　慣 ― たとえば、障害のある人が結婚式や葬式に呼ばれない、子ども扱い
　　　　　  される。
●考え方 ― たとえば、障害のある人は施設や病院で暮らしたほうが幸せだ、障
　　　　　  害のある人は結婚や子育てができない。

改正障害者基本法の第 2 条で説明されている社会的障壁（社会のかべ）とは、社
会にある、障害のある人を暮らしにくく、生きにくくするもの全部で、次のよう
なものです。

障害について知り、社会的障壁（社会のかべ）をなくすことが
障害のある人もない人も　共に生きる社会につながります。
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安芸高田市・北広島町・三原市の広域観光に関する協定
「三矢の訓協定」調印式を行いました

商工観光課　☎４７－４０２４

平成２８年度軽自動車税の減免申請

税務課　☎４２－５６１４

平成２８年４月１０日執行
安芸高田市長選挙の結果

総務課　☎４２－５６１１

感謝状を贈呈しました

選挙管理委員会　☎４２－１１３６

広島広域都市圏 24市町による
「連携中枢都市圏制度」の取り組みが始まる

政策企画課　☎４２－５６１２

●
内
藤
亨　

様
へ
贈
呈

　
「
安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
制
度
」
に
よ
り
、
市
へ
多
額
の
寄
附

を
い
た
だ
い
た
内
な
い
と
う
り
ょ
う

藤
亨　

様
（
向
原
町

出
身
）
へ
、感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、「
歴
史
と

文
化
の
香
り
高
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事

業
」、「
安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援
の

会
関
東
支
部
活
動
支
援
」、「
ひ
ろ
し
ま

安
芸
高
田
神
楽
東
京
公
演
事
業
」
に
大

切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
安
芸
大
谷
製
作
所
様
へ
贈
呈

　

株
式
会
社
安
芸
大
谷
製
作
所
様
の
教

育
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い

●
三
市
町
が
観
光
振
興
に
よ
る
連
携
を

　

強
化

　

３
月
29
日
、
広
島
県
庁
に
お
い
て
、

知
事
立
会
の
も
と
、
三
市
町
の
首
長
が

「
三
矢
の
訓
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
毛
利
氏
関
連
史
跡
等
の

観
光
資
源
を
有
す
る
関
係
三
市
町
に
よ

る
広
域
観
光
行
政
推
進
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
広
島
県
を
含
め
協
議
を
行
い
実

現
し
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、こ
の
「
三
矢
の
訓
協
定
」
は
、

毛
利
家
、
吉
川
家
、
小
早
川
家
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
三
市
町
が

連
携
し
、
相
互
に
交
流
、
そ
れ
ぞ
れ
の

観
光
資
源
を
活
用
し
た
共
同
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
等
を
具
体
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
県
内
を
は
じ
め
、
県
外
か
ら
の
誘

客
促
進
を
図
る
な
ど
、
広
域
観
光
に
関

す
る
取
組
み
の
円
滑
な
実
施
を
可
能
に

さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

●
今
後
三
市
町
が
連
携
し
て
行
う
事
業

一
．
周
遊
促
進
の
た
め
の
冊
子
作
成

二
．
ガ
イ
ド
研
修
（
三
市
町
ガ
イ
ド
団

　
　

体
の
相
互
交
流
）

三
．
お
土
産
品
の
開
発

四
．
ツ
ア
ー
の
造
成

五
．
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

●
広
島
広
域
都
市
圏
で
新
た
な
連
携
に

　

取
り
組
み
ま
す

　

広
島
市
と
経
済
面
や
生
活
面
で
深
く

結
び
付
い
て
い
る
県
内
外
（
広
島
県
・

山
口
県
）
23
の
近
隣
市
町
で
構
成
す
る

広
島
広
域
都
市
圏
で
は
、
強
固
な
信
頼

関
係
を
構
築
し
、
地
域
の
資
源
を
共
有

し
生
か
す
と
と
も
に
、「
連
携
中
枢
都

市
圏
制
度
」
を
活
用
し
た
施
策
展
開
を

図
る
こ
と
で
、
圏
域
経
済
の
活
性
化
と

圏
域
内
人
口
２
０
０
万
人
超
を
目
指
す

「
２
０
０
万
人
広
島
都
市
圏
構
想
」
の

実
現
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
協
議
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
安
芸
高
田
市
と
広
島
市

は
、「
連
携
中
枢
都
市
圏
」
を
形
成
す

る
た
め
の
連
携
協
約
を
締
結
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
の
議
決

を
経
て
協
議
が
整
い
、
３
月
30
日
、
広

島
広
域
都
市
圏
形
成
に
係
る
連
携
協
約

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
連
携
の
基
本
的
な
方
針
と

役
割
分
担
を
定
め
た
協
約
に
基
づ
き
、

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
連
携
中
枢
都
市
圏
制
度
と
は

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
に
お
い

て
も
一
定
の
圏
域
人
口
を
有
し
活
力
あ

る
社
会
経
済
を
維
持
す
る
た
め
、
指
定

都
市
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
連

携
中
枢
都
市
と
近
隣
市
町
が
「
連
携
協

約
」
を
締
結
し
、
各
種
施
策
を
実
施
す

る
制
度
の
こ
と
で
す
。

「広島広域都市圏」構成市町
（11 市 13 町）

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
が
利
用
す
る
軽

自
動
車
（
軽
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転

車
等
）
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
軽

自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
に
お

い
て
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
所
有
し
て

い
る
方
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
認
定
の
等
級
や
障
害
の
部

位
に
よ
っ
て
は
、
減
免
の
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
減
免
が
受
け
ら
れ
る
軽
自
動
車
の
範

囲
　

障
害
者
本
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
。

• 

障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
軽
自
動
車

• 

障
害
者
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
方

が
、
そ
の
障
害
者
の
た
め
に
運
転
す

る
軽
自
動
車
（
18
歳
未
満
の
方
、
障

害
の
程
度
の
重
い
方
の
場
合
は
、
生

計
を
同
じ
く
す
る
方
の
所
有
で
も

可
）

• 

障
害
者
の
方
の
み
の
世
帯
で
、
そ
の

世
帯
の
障
害
者
を
常
時
介
護
す
る
方

が
、
そ
の
障
害
者
の
た
め
に
運
転
す

る
軽
自
動
車

＊
減
免
出
来
る
車
両
は
障
害
者
一
人
に

つ
き
一
台
で
す
。

　

普
通
自
動
車
で
減
免
を
受
け
る
場
合

に
は
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
交
付
枚
数
が

半
分
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

• 

減
免
申
請
書
（
用
紙
は
税
務
課
ま

た
は
各
支
所
窓
口
係
に
あ
り
ま
す
）

• 

手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷

病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど
）

• 

車
検
証
（
車
検
証
が
な
い
車
種
の

場
合
は
標
識
交
付
証
明
書
）

• 

運
転
さ
れ
る
方
の
運
転
免
許
証

• 

印
鑑
（
み
と
め
印
）

• 

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
（
届
い

て
い
る
場
合
の
み
、
納
付
せ
ず
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
）

• 

納
税
義
務
者
の
個
人
番
号
通
知

カ
ー
ド
（
も
し
く
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）

※
納
税
義
務
者
以
外
が
申
請
さ
れ
る
場

合
、
他
に
書
類
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
申
請
期
限　

５
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　
（
納
期
限
の
７
日
前
ま
で
）

※
昨
年
度
申
請
し
減
免
さ
れ
た
方
も
、

改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
場
所

　

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
窓
口
係

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
寄
附
を
い
た
だ
き

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

寄
附
い
た
だ
い
た
教
材
や
用
品
は
、

大
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

向
原
小
学
校

　

長
同
太
鼓
・
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
タ
イ
マ
ー
・
タ
イ
マ
ー

用
ス
タ
ン
ド
・
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
・
図
書

向
原
中
学
校

　

音
楽
室
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
・
遮
光

カ
ー
テ
ン
・
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
中
学

生
の
音
楽
鑑
賞
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
展
示
用
額
・

図
書

「三矢の訓」のとおりさらに絆を深めた三市町

連携協約が締結され握手をかわす広島市松井市長
と浜田市長

　 男 女 計
選挙当日有権者数 11,746 12,986 24,732
投票者数 6,813 7,618 14,431
投票率 58.00％ 58.66％ 58.35％

届出順 候補者指名 得票数
１ 浜田　一義 6,973 当
２ やまね　温子 6,498
３ 有田　清士 748

無投票者数 212
投票総数 14,431

開票作業中の様子

●投票結果

●開票結果




